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日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
の
高
温
工
学
試
験
研
究
炉

Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｒ
（
茨
城
県
大
洗
町
、
高
温
ガ
ス
炉
、
熱
出
力

三
万
ｋ
Ｗ
）
が
七
月
三
○
日
、
十
年
半
ぶ
り
に
運
転
を
再

開
。
二
○
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
、
新
規
制
基
準

対
応
に
伴
い
停
止
し
て
い
た
。

　

原
子
力
機
構
で
は
、
Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｒ
の
再
開
に
向
け
て
、

一
四
年
一
一
月
に
新
規
制
基
準
適
合
性
に
係
る
審
査
を

原
子
力
規
制
委
員
会
に
申
請
。
二
○
年
六
月
に
原
子
炉

設
置
変
更
許
可
を
取
得
後
、
安
全
対
策
工
事
を
行
い
、

本
年
七
月
に
入
り
検
査
を
終
了
し
こ
の
ほ
ど
運
転
再
開

と
な
っ
た
。
今
後
は
、
運
転
状
態
に
お
い
て
原
子
炉
の

性
能
を
確
認
す
る
た
め
の
検
査
を
実
施
し
、
九
月
末
に

は
原
子
炉
出
力
一
○
○
％
の
状
態
で
の
最
終
検
査
を
行

い
本
格
運
転
と
な
る
予
定
。

　

高
温
ガ
ス
炉
技
術
に
関
し
て
は
各
国
で
開
発
が
加
速

し
て
お
り
、
日
本
も
国
際
協
力
を
推
進
し
て
い
る
が
、

Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｒ
運
転
再
開
後
は
ま
ず
、
○
九
年
か
ら
の
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
／
Ｎ
Ｅ
Ａ
の
安
全
性
実
証
試
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

炉
心
強
制
冷
却
喪
失
共
同
試
験
を
速
や
か
に
再
開
。
一

○
年
の
低
出
力
下
に
よ
る
炉
心
流
量
喪
失
試
験
で
「
制

御
棒
を
挿
入
せ
ず
、
冷
却
せ
ず
に
、
物
理
現
象
の
み
で
、

原
子
炉
が
自
然
に
静
定
・
冷
却
さ
れ
る
こ
と
を
確
証
」

し
た
成
果
を
踏
ま
え
、
よ
り
厳
し
い
条
件
を
付
加
し
た

試
験
を
段
階
的
に
進
め
、
高
温
ガ
ス
炉
に
関
す
る
安
全

基
準
の
国
際
標
準
化
に
も
貢
献
し
て
い
く
。

　

高
温
ガ
ス
炉
は
水
素
製
造
な
ど
の
多
様
な
産
業
利
用

の
可
能
性
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
原
子
力
機
構
の
高
温

ガ
ス
炉
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
の
熱
利
用
試
験
計
画
に
よ

る
と
、
基
盤
技
術
を
確
立
さ
せ
、
三
○
年
ま
で
に
Ｈ
Ｔ

Ｔ
Ｒ
と
水
素
製
造
施
設
の
接
続
技
術
を
開
発
す
る
予
定
。

高
温
ガ
ス
炉
開
発
に
関
し
て
は
、
原
子
力
産
業
分
野
の

取
組
の
一
つ
と
し
て
、
二
○
五
○
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
伴
う
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
で
「
三
○
年
ま
で

に
大
量
か
つ
安
価
な
カ
ー
ボ
ン
フ
リ
ー
水
素
製
造
に
必

要
な
技
術
開
発
を
支
援
し
て
い
く
」
と
し
て
い
る
ほ
か
、

七
月
二
一
日
に
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
示
し
た
次
期
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
素
案
で
も
水
素
社
会
実
現
に
寄

与
す
る
有
望
性
を
記
述
。

　

運
転
再
開
を
受
け
、
萩
生
田
文
部
科
学
相
は
、「
各
種

試
験
が
順
調
に
進
み
、
高
温
ガ
ス
炉
に
関
す
る
技
術
が
蓄

積
さ
れ
、
Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｒ
を
活
用
し
た
水
素
製
造
に
係
る
要
素

技
術
開
発
を
始
め
、
各
種
分
野
へ
の
応
用
に
向
け
た
取
組

が
進
展
す
る
こ
と
を
期
待
」、
ま
た
、
梶
山
経
済
産
業
相

も
高
温
ガ
ス
炉
が
産
業
分
野
の
脱
炭
素
に
資
す
る
可
能
性

を
述
べ
た
上
で
、「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た

取
組
が
進
展
す
る
こ
と
を
期
待
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両
市

に
関
連
す
る
偉
大
な
化
学
者
（
そ
の
二
）
を
紹
介
し
た
い
。

ハ
ン
ス
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
、
一
八
八
一
年
に
ド
イ
ツ
の

現
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
生
ま
れ
た
。
父
は
染
料
生
産
会
社

の
工
場
長
で
化
学
者
で
あ
っ
た
。
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ン
の

ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
で
学
ん
だ
後
、
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
大
学
と
マ
ー

ル
ブ
ル
ク
大
学
で
化
学
と
薬
学
を
学
ぶ
。
卒
業
後
に
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
の
病
院
で
働
い
た
後
、
ベ
ル
リ
ン
第
一
化
学
研
究

所
で
エ
ミ
ー
ル
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
（
一
九
〇
二
年
、
ノ
ー

ベ
ル
化
学
賞
受
賞
）
の
下
で
働
き
、
複
合
糖
質
と
ペ
プ
チ

ド
の
構
造
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
一
九
一
一
年
に
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
に
戻
っ
て
内
科
講
師
の
資
格
を
取
得
し
、
一
三
年
に
は

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
生
理
学
研
究
所
で
生
理
学
講
師
と
な
っ
た
。

一
六
年
に
は
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
大
学
で
薬
化
学
部
の
教
授

と
な
る
。
第
一
次
大
戦
終
了
後
の
一
八
年
に
ウ
ィ
ー
ン
大

学
の
教
授
と
し
て
赴
任
し
、
趣
味
の
登
山
と
ス
キ
ー
を
楽

し
ん
だ
。
二
一
年
以
降
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
工
科
大
学
有
機
化

学
教
授
と
し
て
過
ご
し
た
。
血
液
や
葉
に
含
ま
れ
る
ポ
ル

フ
ィ
リ
ン
化
合
物
の
研
究
を
行
い
、
一
九
三
〇
年
に
ク
ロ

ロ
フ
ィ
ル
と
ヘ
ミ
ン
の
合
成
に
関
す
る
研
究
に
よ
っ
て

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
た
。

　

一
方
、
野
依
良
治
博
士
は
、
一
九
三
八
年
に
兵
庫
県
、

現
在
の
芦
屋
市
に
生
ま
れ
た
。
父
親
は
化
学
企
業
の
研
究

者
。
兵
庫
師
範
学
校
男
子
部
附
属
小
学
校
に
学
ん
だ
。
私

立
灘
中
学
校
に
入
学
し
、
ナ
イ
ロ
ン
は
石
炭
と
水
と
空
気

か
ら
出
来
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
き
、
化
学
へ
の
志
を
抱

く
。
そ
の
後
、
灘
高
等
学
校
を
経
て
京
都
大
学
工
学
部
か

ら
同
工
業
化
学
専
攻
に
て
修
士
課
程
を
修
了
。
六
三
年
、

同
大
学
工
学
部
に
て
野
崎
一
博
士
の
研
究
室
の
助
手
と
な

り
、
六
六
年
に
は
工
学
博
士
号
を
取
得
。
六
八
年
、
名
古

屋
大
学
理
学
部
助
教
授
に
就
任
。
六
九
年
、米
国
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
博
士
研
究
員
と
し
て
イ
ラ
イ
ア
ス
・
コ
ー
リ
ー
（
九

○
年
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
）
の
下
、
七
○
年
ま
で
研
究

を
行
う
。
こ
の
時
期
、
後
の
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
共
同
受
賞

者
と
な
る
バ
リ
ー
・
シ
ャ
ー
プ
レ
ス
と
の
交
流
が
始
ま
る
。

帰
国
後
の
七
二
年
、
名
古
屋
大
学
の
理
学
部
教
授
に
昇
任
。

研
究
テ
ー
マ
は
「
左
右
が
区
別
で
き
る
物
質
を
使
っ
て
、

あ
る
化
学
反
応
を
調
べ
る
」
と
い
う
も
の
。
八
三
年
に
は

メ
ン
ト
ー
ル
の
量
産
化
に
成
功
し
、
八
六
年
に
は
Ｂ
Ｉ
Ｎ

Ａ
Ｐ―

ル
テ
ニ
ウ
ム
触
媒
を
発
明
す
る
な
ど
の
業
績
を
残

し
た
。
こ
の
業
績
に
よ
り
、
二
○
○
一
年
に
ノ
ー
ベ
ル
化

学
賞
を
受
賞
。
理
化
学
研
究
所
理
事
長
、
科
学
技
術
館
館

長
な
ど
を
歴
任
し
た
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
が
ウ
ィ
ー
ン
大
学
教

授
時
代
に
親
し
ん
だ
登
山
と
ス
キ
ー
は
、
筆
者
も
楽
し
ん

だ
。
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
若
者
に
向
け
「
理

科
や
科
学
は
人
生
を
豊
か
に
送
る
た
め
の
知
恵
に
な
り
ま

す
。
若
者
に
は
志
を
高
く
も
っ
て
学
問
に
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
」
と
の
野
依
教
授
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
素
晴
ら
し

い
。
今
月
も
両
市
に
関
連
す
る
偉
大
な
化
学
者
を
紹
介
す

る
こ
と
が
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
編
集
部
に
撮
影

を
お
願
い
し
た
ウ
ィ
ー
ン
大
学
内
に
あ
る
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

の
モ
ザ
イ
ク
像
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
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杉本純の原子力の話Ⅱ 「ウィーンと京都」 の第１回からの全記事が次のサイトに掲載されています ：  http://wattandedison.com/Sugimoto.html
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10 月２日　博物館の長い夜
ORF-Lange Nacht der Museen

10 月２日（土）　18:00 ～ 01:00
ウィーン 112（オーストリア 650）の博物館など参加
それぞれの博物館が展覧会のほか独自イベントを開催

インフォセンター „Treffpunkt Museum“
（１区）Maria-Theresien-Platz

９月 30 日 14-18　10 月１日 10-18　２日９時からオープン
シャトルバスとツアーバスの始発（18 時から 15 分間隔で運行）

チケット€15
10 月２日 18:00 ～ 01:00 有効の全参加博物館入場チケット

シャトルバスのチケット
10 月２日 17:30 ～ 01:30 有効の公共交通機関チケット

長い夜の歴史的路面電車 Lange-Nacht-Bim も参加
オールドタイマーでリング通りを一周 18-01

ビッグバス・ヴィエナ Big-Bus-Vienna も参加
２階建てバスでツアー（所要 60 分）15 分間隔で運行

リング通り ー 国会議事堂 ー 市庁舎 ー ヴォティーフ教会 
ー プラーター ー 市立公園 ー ナッシュマルクト ー リング通り

　煙突掃除人博物館（４区）扌　　➡蝶々の家（１区）


